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調達要求番号：  

陸 上 自 衛 隊 仕 様 書 

物品番号  仕 様 書 番 号 

発動発電機 

ＧＧＮ－（ ）－（ ） 

ＧＳ－Ｃ５２０１２５Ｔ 

防衛大臣承認     年  月  日 

作 成 昭和４４年１０月 １日 

変 更 平成３０年１０月３１日 

作成部隊等名 補給統制本部 通信電子部 
 

1 総則 

1.1 適用範囲 

 この仕様書は，基地通信所などにおける予備電源として使用する発動発電機ＧＧＮ－( )－( )（以

下，“本機”という。）について規定する。 

1.2 用語及び定義 

 この仕様書に用いる用語及び定義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１（以下，“電子共仕”とい

う。）による。 

1.3 種類 

 本機の種類は，表1による。 

表1－種類 

種類 型名 諸元 形態区分 局区分 オイルパンヒータ 

１ ＧＧＮ－１２－Ｘ １２．５ 

ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

１ φ 

１００ Ｖ 

開放形 － － 

１．１ 無人局 有 

１．２ 無 

１．３ 有人局 有 

１．４ 無 

２ ＧＧＮ－Ｂ１２－Ｘ 低騒音形 － － 

２．１ 無人局 有 

２．２ 無 

２．３ 有人局 有 

２．４ 無 

３ ＧＧＮ－１２－Ｙ １２．５ 

ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

１ φ 

１００ Ｖ 

開放形 － － 

３．１ 無人局 有 

３．２ 無 

３．３ 有人局 有 

３．４ 無 

４ ＧＧＮ－Ｂ１２－Ｙ 低騒音形 － － 

４．１ 無人局 有 

４．２ 無 

４．３ 有人局 有 

４．４ 無 
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表1－種類（続き） 

種類 型名 諸元 形態区分 局区分 オイルパンヒータ 

５ ＧＧＮ－１３－Ｘ １ ２ ． ５ 

ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

５．１ 無人局 有 

５．２ 無 

５．３ 有人局 有 

５．４ 無 

６ ＧＧＮ－Ｂ１３－Ｘ 低騒音形 － － 

６．１ 無人局 有 

６．２ 無 

６．３ 有人局 有 

６．４ 無 

７ ＧＧＮ－１３－Ｙ １ ２ ． ５ 

ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

７．１ 無人局 有 

７．２ 無 

７．３ 有人局 有 

７．４ 無 

８ ＧＧＮ－Ｂ１３－Ｙ 低騒音形 － － 

８．１ 無人局 有 

８．２ 無 

８．３ 有人局 有 

８．４ 無 

９ ＧＧＮ－２０－Ｘ ２０ ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

９．１ 無人局 有 

９．２ 無 

９．３ 有人局 有 

９．４ 無 

１０ ＧＧＮ－Ｂ２０－Ｘ 低騒音形 － － 

１０．１ 無人局 有 

１０．２ 無 

１０．３ 有人局 有 

１０．４ 無 

１１ ＧＧＮ－２０－Ｙ ２０ ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

１１．１ 無人局 有 

１１．２ 無 

１１．３ 有人局 有 

１１．４ 無 
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表1－種類（続き） 

種類 型名 諸元 形態区分 局区分 オイルパンヒータ 

１２ ＧＧＮ－Ｂ２０－Ｙ ２０ ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

低騒音形 － － 

１２．１ 無人局 有 

１２．２ 無 

１２．３ 有人局 有 

１２．４ 無 

１３ ＧＧＮ－２１－Ｘ ２０ ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

１ φ 

１００ Ｖ 

開放形 － － 

１３．１ 無人局 有 

１３．２ 無 

１３．３ 有人局 有 

１３．４ 無 

１４ ＧＧＮ－Ｂ２１－Ｘ 低騒音形 － － 

１４．１ 無人局 有 

１４．２ 無 

１４．３ 有人局 有 

１４．４ 無 

１５ ＧＧＮ－２１－Ｙ ２０ ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

１ φ 

１００ Ｖ 

開放形 － － 

１５．１ 無人局 有 

１５．２ 無 

１５．３ 有人局 有 

１５．４ 無 

１６ ＧＧＮ－Ｂ２１－Ｙ 低騒音形 － － 

１６．１ 無人局 有 

１６．２ 無 

１６．３ 有人局 有 

１６．４ 無 

１７ ＧＧＮ－３０－Ｘ ３０ ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

１７．１ 無人局 有 

１７．２ 無 

１７．３ 有人局 有 

１７．４ 無 

１８ ＧＧＮ－Ｂ３０－Ｘ 低騒音形 － － 

１８．１ 無人局 有 

１８．２ 無 

１８．３ 有人局 有 

１８．４ 無 
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表1－種類（続き） 

種類 型名 諸元 形態区分 局区分 オイルパンヒータ 

１９ ＧＧＮ－３０－Ｙ ３０ ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

１９．１ 無人局 有 

１９．２ 無 

１９．３ 有人局 有 

１９．４ 無 

２０ ＧＧＮ－Ｂ３０－Ｙ 低騒音形 － － 

２０．１ 無人局 有 

２０．２ 無 

２０．３ 有人局 有 

２０．４ 無 

２１ ＧＧＮ－４０－Ｘ ４０ ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

２１．１ 無人局 有 

２１．２ 無 

２１．３ 有人局 有 

２１．４ 無 

２２ ＧＧＮ－Ｂ４０－Ｘ 低騒音形 － － 

２２．１ 無人局 有 

２２．２ 無 

２２．３ 有人局 有 

２２．４ 無 

２３ ＧＧＮ－４０－Ｙ ４０ ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

２３．１ 無人局 有 

２３．２ 無 

２３．３ 有人局 有 

２３．４ 無 

２４ ＧＧＮ－Ｂ４０－Ｙ 低騒音形 － － 

２４．１ 無人局 有 

２４．２ 無 

２４．３ 有人局 有 

２４．４ 無 

２５ ＧＧＮ－５０－Ｘ ５０ ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

２５．１ 無人局 有 

２５．２ 無 

２５．３ 有人局 有 

２５．４ 無 
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表1－種類（続き） 

種類 型名 諸元 形態区分 局区分 オイルパンヒータ 

２６ ＧＧＮ－Ｂ５０－Ｘ ５０ ｋＶ

Ａ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

低騒音形 － － 

２６．１ 無人局 有 

２６．２ 無 

２６．３ 有人局 有 

２６．４ 無 

２７ ＧＧＮ－５０－Ｙ ５０ ｋＶ

Ａ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

２７．１ 無人局 有 

２７．２ 無 

２７．３ 有人局 有 

２７．４ 無 

２８ ＧＧＮ－Ｂ５０－Ｙ 低騒音形 － － 

２８．１ 無人局 有 

２８．２ 無 

２８．３ 有人局 有 

２８．４ 無 

２９ ＧＧＮ－６２－Ｘ ６０ ｋＶ

Ａ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

２９．１ 無人局 有 

２９．２ 無 

２９．３ 有人局 有 

２９．４ 無 

３０ ＧＧＮ－Ｂ６２－Ｘ 低騒音形 － － 

３０．１ 無人局 有 

３０．２ 無 

３０．３ 有人局 有 

３０．４ 無 

３１ ＧＧＮ－６２－Ｙ ６０ ｋＶ

Ａ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

３１．１ 無人局 有 

３１．２ 無 

３１．３ 有人局 有 

３１．４ 無 

３２ ＧＧＮ－Ｂ６２－Ｙ 低騒音形 － － 

３２．１ 無人局 有 

３２．２ 無 

３２．３ 有人局 有 

３２．４ 無 
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表1－種類（続き） 

種類 型名 諸元 形態区分 局区分 オイルパンヒータ 

３３ ＧＧＮ－７６－Ｘ ７５ ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放型 － － 

３３．１ 無人局 有 

３３．２ 無 

３３．３ 有人局 有 

３３．４ 無 

３４ ＧＧＮ－Ｂ７６－Ｘ 低騒音形 － － 

３４．１ 無人局 有 

３４．２ 無 

３４．３ 有人局 有 

３４．４ 無 

３５ ＧＧＮ－７６－Ｙ ７５ ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

３５．１ 無人局 有 

３５．２ 無 

３５．３ 有人局 有 

３５．４ 無 

３６ ＧＧＮ－Ｂ７６－Ｙ 低騒音形 － － 

３６．１ 無人局 有 

３６．２ 無 

３６．３ 有人局 有 

３６．４ 無 

３７ ＧＧＮ－９５－Ｘ ９５ ｋＶＡ 

５０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

３７．１ 無人局 有 

３７．２ 無 

３７．３ 有人局 有 

３７．４ 無 

３８ ＧＧＮ－Ｂ９５－Ｘ 低騒音形 － － 

３８．１ 無人局 有 

３８．２ 無 

３８．３ 有人局 有 

３８．４ 無 

３９ ＧＧＮ－９５－Ｙ ９５ ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

開放形 － － 

３９．１ 無人局 有 

３９．２ 無 

３９．３ 有人局 有 

３９．４ 無 
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表1－種類（続き） 

種類 型名 諸元 形態区分 局区分 オイルパンヒータ 

４０ ＧＧＮ－Ｂ９５－Ｙ ９５ ｋＶＡ 

６０ Ｈｚ 

３ φ 

２００ Ｖ 

低騒音形 － － 

４０．１ 無人局 有 

４０．２ 無 

４０．３ 有人局 有 

４０．４ 無 

1.4 製品の呼び方  

製品の呼び方は，型名による。 

1.5 引用文書 

 この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成

すものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

    ＪＩＳ Ｃ １５０９－１     電気音響－サウンドレベルメータ（騒音計）－第１部：仕様 

    ＪＩＳ Ｃ ４０３４－５    回転電気機械－第５部：外被構造による保護方式の分類 

ＪＩＳ Ｃ ４０３４－６    回転電気機械－第６部：冷却方式による分類 

ＪＩＳ Ｋ ２２０４      軽油 

ＪＩＳ Ｚ ８７３１       環境騒音の表示・測定方法 

ＮＤＳ Ｃ ０００２        地上用電子機器通則 

  ＮＤＳ Ｃ ４２０６       交流エンジン発電機通則 

  ＮＤＳ Ｚ ８２０１       標準色 

b)  仕様書 

ＤＳＰ Ｚ ９００８      品質管理等共通仕様書 

ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１ 陸上自衛隊電子機器共通仕様書 

ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書 

c) 法令等 

    消防法（昭和２３年法律第１８６号） 

 

2 製品に関する要求 

2.1 設計条件 

 設計条件は，ＮＤＳ Ｃ ０００２の 2.1 及び 2.3 を適合条件とするほか，次による。ただし，Ｎ

ＤＳ Ｃ ０００２の 2.1.17 は，適用除外とする。 

a) 温度 －１０ ℃～４５ ℃ 

b) 湿度 ９５ ％以下 

c) 高度 １ ５００ ｍ以下（標準）とする。 

d) 誘導雷などに対する対策が施されているものとする。 

2.2 構成 

 構成は，表2による。 
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表2－構成 

番号 品名 数量 摘要 

１ 発動発電機（一式） － － 

１．１ 発動発電機（一式) 

(開放形) 

１ － 

 

１．２ 発動発電機（一式） 

      (低騒音形) 

低騒音パッケージを含む。 

２ 制御盤 １ 発電機盤及び自動始動盤 

３ 遠方監視盤 ａ） － 

４ 燃料タンク ｂ）  ２００ Ｌ，ウイングポンプ付きｃ） 

２００ Ｌ，燃料移送ポンプ及びウイングポンプ

付きｃ） 

４９０ Ｌ，ウイングポンプ付きｃ） 

４９０ Ｌ，燃料移送ポンプ及びウイングポンプ

付きｃ） 

５ 蓄電池 ｂ） シール形鉛蓄電池 ＭＳＥ－１５０－２ Ｖ×１２

（架台付き）ｃ） 

シール形鉛蓄電池 ＭＳＥ－２００－２ Ｖ×１２

（架台付き）ｃ） 

６ 消音器 ｂ） 標準形ｃ） 

低騒音形ｃ） 

超低騒音形ｃ） 

７ 負荷抵抗器 ｂ） １００ Ｖ ５ ｋＷ形ｃ） 

２００ Ｖ ５ ｋＷ形ｃ） 

２００ Ｖ １０ ｋＷ形ｃ） 

２００ Ｖ １５ ｋＷ形ｃ） 

注ａ） 調達要領指定書によって指定する場合を除き，調達しない。 

   ｂ）   数量は，調達要領指定書によって指定する。  

   ｃ）  種類は，調達要領指定書によって指定する。 

2.3 部品・材料・加工方法 

2.3.1 部品・材料・加工方法 

 部品，材料及び加工方法は，電子共仕の2.1及びＮＤＳ Ｃ ４２０６の箇条6による。ただし，や

むを得ない場合は，承認図面による。 

2.3.2 配線材料の色別 

 配線材料の色別は，表3によって配線に施すものとする。ただし，端末表示だけでもよい。 

 なお，制御回路は除く。 
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表3－配線材料の色別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 構造・形状・寸法・質量 

2.4.1 構造・形状 

 構造及び形状は，次によるほか，付図1～付図10を参考とするものとし，細部は，承認図面による。 

a) 本機の構造は，保守整備が容易であるものとする。 

b) 本機は，エンジン，発電機，エンジン計器盤などを共通架台又は基礎盤上に装備したものを主

体とし，制御盤，燃料タンク，蓄電池及び負荷抵抗器は，単独に据え付けるものとする。 

   なお，エンジン，発電機などの重量物については，アイボルト又はワイヤ掛けの金具付き又

はこれらを付けられる構造とする。 

c) 本機の入出力端は，接続銘板，カードホルダ又は彫刻で表示し，長期間消えないように接続を

明記するものとする。 

d) エンジンは，定格出力で運転が可能なものとするほか，次による。 

  1) 形式は，４サイクル空冷直列型ディーゼルとする。 

 2) 始動装置は，蓄電池による始動電動機式とする。 

  3) 燃料は，軽油（ＪＩＳ２号）とし，燃料装置は，燃料フィルタをもつものとする。 

  4) 発電機との結合及び支持方式は，胴結による軸受け支持方式とする。 

 5) エンジンの潤滑油量は，表4による（無人局用は，５００時間運転のサブタンク潤滑油量を示

す。）。 

6) オイルの補給及び油量点検が簡単にできるものとする。 

表4－エンジンの潤滑油量 

                   単位 Ｌ 

番号 

 

型名 

 

局区分 

有人局 無人局 

１ ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－（ ） 約９ 

 

約４５ 

 ２ ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－（ ） 

３ ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－（ ） 約１１ 

 

約６０ 

 ４ ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－（ ） 

５ ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－（ ） 約１６ 約７５ 

６ ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－（ ） 約１７ 約９０ 
 

 

番号 回路別 色別 

三相 単相 

１ 直流正極側 赤 

２ 直流負極側 青 

３ 交流第１相 赤 赤 

４ 交流第２相 白 青 

５ 交流第３相 青 － 

６ 交流中性相 黒 － 

７ 交流接地相 黒 
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表4－エンジンの潤滑油量（続き） 

                                 単位 Ｌ 

番号 

 

型名 

 

局区分 

有人局 無人局 

７ ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－（ ） 約１８．５ 約１１３ 

８ ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－（ ） 約１８．５ 約１１３ 

９ ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－（ ） 約１８．５ 約１３５ 

１０ ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－（ ） 約１８．５ 約１６５ 

e) 発電機の構造及び形状は，次による。 

  1) 外被の形式は，ＪＩＳ Ｃ ４０３４－５のＩＰ２０及びＪＩＳ Ｃ ４０３４－６のＩＣ０１

とする。 

  2) 励磁方式は，ブラシレス励磁方式とする。 

  3) 軸受けは，片軸受け方式とする。 

  4) その他発電機の回転部分は，電気的及び機械的に十分な強度をもつものとする。また，軸端

に回転速度検出器を取り付けるものとする。 

f) 制御盤（発電機盤及び自動始動盤）の構造及び形状は，次による。 

  1) 外被の形式は，閉鎖自立式とし，正面には，充電部が露出しない構造とする。 

 2) 主要部分は，ＪＩＳ規格又は同等品以上とする。 

g) エンジン計器盤は，表5に示す計器などを盤面に装備し，共通架台に取り付けるものとする。 

表5－エンジン計器 

番号 品名 数量 摘要 

１ 回転計 １ － 

２ 温度計 １ エンジン温度（シリンダ） 

３ 油圧計 １ － 

４ 始動スイッチ １ － 

５ 停止スイッチ １ － 

６ 蓄電池スイッチ １ － 

h) 共通架台は，運転に十分耐え得るよう機械的強度をもつものとする。 

i) 燃料タンクは，消防法の規定を満足するものとし，油面表示及び補給孔をもち，高さ５００ ｍ

ｍ以上の鋼製架台上に装備し，本体とは別据付けとする。また，燃料移送ポンプを付ける場合

には，ポンプ用スイッチは，制御盤に設備するものとする。 

   なお，屋外からの燃料タンク及び移送ポンプへの配管の接続箇所は，フレキシブルパイプを  

使用するものとする。 

j) 蓄電池の種類及び数量は，表6によるものとし，蓄電池本体を収納架台に収納し，本体とは別据

付けとして設置するものとする。 
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表6－蓄電池の種類及び数量 

番号 型名 蓄電池の種類 数量 

１ ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－（ ） シール形鉛蓄電池  

ＭＳＥ－１５０－２ Ｖ 

 

 

 

１２個 

 

 

 

 

２ ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－（ ） 

３ ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－（ ） 

４ ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－（ ） 

５ ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－（ ） 

６ ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－（ ） シール形鉛蓄電池  

ＭＳＥ－２００－２ Ｖ 

 

 

 

１２個 

 

 

 

 

７ ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－（ ） 

８ ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－（ ） 

９ ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－（ ） 

１０ ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－（ ） 

k) 消音器の種類は，表7による。 

表7－消音器の種類 

番号 種類 騒音レベル［ｄＢ（Ａ）］ａ） 摘要 

１ 標準形 １００以下 － 

２ 低騒音形 ７５以下 － 

３ 超低騒音形 ５５以下 １次及び２次消音器の総合 

注ａ） 消音器の出口から１ ｍの地点でＪＩＳ Ｃ １５０９－１で測定した値と 

   し，その性能は，設計計算書提示による書類審査とする。 

l) 遠方監視盤付きの場合は，表示ランプによって付表1の番号６～番号１２を一括表示し，商用電

力供給，商用電源異常，発電機電力供給及び燃料油面低下の表示をするものとし，無人局用は，

前記の表示項目を転送する。また，ブザーで本機が異常時及び燃料油面低下時に警報を発するも

のとする。 

    なお，信号は，プラス接地とする。 

m) 負荷抵抗器の種類及び数量は，表8による。 

表8－負荷抵抗器の種類及び数量 

番号 型名 種類（仕様） 数量 

１ ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－（ ） １００ Ｖ １ φ ５ ｋＷ  １台 

 ２ ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－（ ） 

３ ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－（ ） ２００ Ｖ １ φ ５ ｋＷ １台 

 ４ ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－（ ） 

５ ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－（ ） ２００ Ｖ １ φ １０ ｋＷ  １台 

 ６ ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－（ ） 

７ ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－（ ） ２００ Ｖ １ φ １５ ｋＷ  

 

１台 

 

 

８ ＧＧＮ／６２／Ｂ６２－（ ） 

９ ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－（ ） 

１０ ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－（ ） １００ Ｖ １ φ １０ ｋＷ  ２台 
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n) 低騒音パッケージは，屋内用とし，内部には，発動発電機本体を収納する構造とする。外箱は，

鋼製とし，内部が著しく高温にならないよう十分な換気口又は換気設備を設けるものとする。ま 

  た，点検及び運転監視ができる構造であるものとする。 

2.4.2 寸法・質量 

 寸法及び質量は，表9～表12及び付図1～付図10による。ただし，最大寸法は，突起物を含まない

ものとする。また，質量は，乾燥質量とする。 

表9－寸法・質量（発動発電機・制御盤・遠方監視盤） 

                                      単位  ｍｍ 

番号 型名など 区分 最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） 幅 奥行き 高さ 

１ ＧＧＮ－１２－（ ） 発動発電機 

（開放形） 

１ ８００ １ ３００ １ ３５０ １ ０００ 

２ ＧＧＮ－１３－（ ） 

３ ＧＧＮ－Ｂ１２－（ ） 発動発電機 

（低騒音形） 

２ ２００ １ ４００ １ ９００ １ ７００ 

４ ＧＧＮ－Ｂ１３－（ ） 

５ ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－

（ ） 

制御盤 １ ２５０ ５５０ ２ ０００ ４００ 

６ ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－

（ ） 

７ ＧＧＮ－２０－（ ） 発動発電機 

（開放形） 

１ ９００ １ ３００ １ ３５０ １ ０５０ 

８ ＧＧＮ－２１－（ ） 

９ ＧＧＮ－Ｂ２０－（ ） 発動発電機 

（低騒音形） 

２ ３００ １ ４００ １ ９００ １ ８００ 

１０ ＧＧＮ－Ｂ２１－（ ） 

１１ ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－

（ ） 

制御盤 １ ２５０ ５５０ ２ ０００ ４００ 

１２ ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－

（ ） 

１３ 

 

ＧＧＮ－３０－（ ） 

 

発動発電機 

（開放形） 

２ ２００ １ ３００ １ ３５０ １ ２００ 

１４ 

 

ＧＧＮ－Ｂ３０－（ ） 

 

発動発電機 

（低騒音形） 

２ ６００ １ ４００ １ ９００ ２ ０００ 

１５ ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－

（ ） 

制御盤 １ ２５０ ５５０ ２ ０００ ４００ 

１６ 

 

ＧＧＮ－４０－（ ） 

 

発動発電機 

（開放形） 

２ ３００ １ ３００ １ ３５０ １ ５００ 

１７ 

 

ＧＧＮ－Ｂ４０－（ ） 

 

発動発電機 

（低騒音形） 

２ ８００ １ ４００ １ ９００ ２ ３００ 

１８ ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－

（ ） 

制御盤 １ ２５０ ５５０ ２ ０００ ４５０ 

１９ 

 

ＧＧＮ－５０－（ ） 

 

発動発電機 

（開放形） 

２ ６００ １ ４００ １ ８００ ２ ０００ 
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表9－寸法・質量（発動発電機・制御盤・遠方監視盤）（続き） 

                                                                  単位 ｍｍ 

番号 型名など 区分 最大寸法 最大質量 

（kg） 幅 奥行き 高さ 

２０ 

 

ＧＧＮ－Ｂ５０－（ ） 

 

発動発電機 

（低騒音形） 

３ ４００ １ ５００ ２ ２００ ３ ０００ 

２１ ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－

（ ） 

制御盤 １ ２５０ ５５０ ２ ０００ ４５０ 

２２ ＧＧＮ－６２－（ ） 発動発電機 

（開放型） 

２ ６００ １ ４００ １ ８００ ２ ０００ 

２３ ＧＧＮ－Ｂ６２－（ ） 発動発電機 

（低騒音形） 

３ ４００ １ ５００ ２ ２００ ３ ０００ 

２４ ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－

（ ） 

制御盤 １ ２５０ ５５０ ２ ０００ ５００ 

２５ ＧＧＮ－７６－（ ） 発動発電機 

（開放型） 

２ ７００ １ ４００ ２ ０００ ２ １００ 

２６ ＧＧＮ－Ｂ７６－（ ） 発動発電機 

（低騒音型） 

３ ４００ １ ６００ ２ ４００ ３ ４００ 

２７ ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－

（ ） 

制御盤 １ ２５０ ５５０ ２ ０００ ５００ 

２８ ＧＧＮ－９５－（ ） 発動発電機 

（開放型） 

２ ９００ １ ４００ ２ ０００ ２ ３００ 

２９ ＧＧＮ－Ｂ９５－（ ） 発動発電機 

（低騒音型） 

３ ６００ １ ７００ 

３０ ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－

（ ） 

制御盤 １ ７５０ １ １００ ２ ０００ １ ４００ 

３１ 遠方監視盤 － ３５０ １５０ ３５０ １５ 

表10－寸法・質量（燃料タンク） 

                      単位 ｍｍ 

番号 種類 最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） 幅 奥行き 高さ 

１ ２００ Ｌ燃料タンク   ９５０ ８５０ ２ １５０ ２００ 

２ ４９０ Ｌ燃料タンク １ ２５０ ９５０ ２ ３５０ ２５０ 

 

 

 

 

 

 

 



- 14 - 

表11－寸法・質量（消音器） 

                                        単位 ｍｍ 

番号 

 

型名 

 

区分 

 

最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） 幅 径 

１ ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－（ ） 

ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－（ ） 

標準形 ７５０ １５０ １０ 

低騒音形 １ １００ ４００ ８０ 

超低騒音形 

（１次消音器） 

９００ ４００ ８０ 

超低騒音形 

（２次消音器） 

１ ３００ ４００ １００ 

２ ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－（ ） 

ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－（ ） 

標準形 ７５０ １５０ １０ 

低騒音形 １ ２００ ４５０ ９０ 

超低騒音形 

（１次消音器） 

１ ０００ ４５０ ９０ 

超低騒音形 

（２次消音器） 

１ ４００ ４５０ １１０ 

３ ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－（ ） 標準形 ８５０ ２００ １５ 

低騒音形 １ ４００ ５００ １２０ 

 

超低騒音形 

（１次消音器） 

１ １００ ５００ １１０ 

 

超低騒音形 

（２次消音器） 

１ ６００ ５００ １４０ 

 

４ ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－（ ） 標準形 ８５０ ２００ １５ 

低騒音形 １ ７００ ５５０ １７０ 

 

超低騒音形 

（１次消音器） 

１ ４００ ５５０ １５０ 

 

超低騒音形 

（２次消音器） 

２ ０００ ５５０ ２００ 

 

５ ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－（ ） 標準形 ９６０ ２５０ ２０ 

低騒音形 ２ ０００ ６００ ２３０ 

超低騒音形 

（１次消音器） 

１ ６００ ５８０ ２１０ 

超低騒音形 

（２次消音器） 

２ ４００ ６００ ２９０ 
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表11－寸法・質量（消音器）（続き） 

                                        単位  ｍｍ 

番号 

 

型名 

 

区分 

 

最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） 幅 径 

６ ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－（ ） 標準形 ９６０ ２５０ ２０ 

低騒音形 ２ ０００ ６００ ２３０ 

超低騒音形 

（１次消音器） 

１ ６００ ６００ ２１０ 

超低騒音形 

（２次消音器） 

２ ４００ ６００ ２９０ 

７ ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－（ ） 標準形 ９６０ ２５０ ２０ 

低騒音形 ２ ０００ ６００ ２３０ 

超低騒音形 

（１次消音器） 

１ ６００ ６００ ２１０ 

超低騒音形 

（２次消音器） 

２ ４００ ６００ ２９０ 

８ ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－（ ） 標準形 ９６０ ２５０ ２０ 

低騒音形 ２ ０００ ６００ ２３０ 

超低騒音形 

（１次消音器） 

１ ６００ ６００ ２１０ 

超低騒音形 

（２次消音器） 

２ ４００ ６００ ２９０ 

表12－寸法・質量（負荷抵抗器） 

                                       単位 ｍｍ 

番号 種類 最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） 幅 奥行き 高さ  

１ １００ Ｖ １ φ ５ ｋＷ  ５００ ７５０ １ ０００ ９５ 

２ ２００ Ｖ １ φ ５ ｋＷ 

３ ２００ Ｖ １ φ １０ ｋＷ  ６５０ ７５０ １ ２００ １０５ 

４ ２００ Ｖ １ φ １５ ｋＷ  ６５０ １ ２００ １ ２００ １２０ 

2.5  塗装・塗色 

 塗装及び塗色は，次による。 

a) 塗装 塗装は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１（以下，“一般共仕”という。）の 2.2，電子

共仕の 2.3 及びＮＤＳ Ｃ ０００２の 3.3.6 による。 

b) 塗色 塗色は，ＮＤＳ Ｚ ８２０１の色番号２４０４（灰青緑７．５ ＢＧ ７／１．５）を

標準とする。 

2.6 機能 

2.6.1 総合機能 

 本機は，商用電源異常時に電圧検出継電器で異常を検出し，確認時限（約１０秒）を経て発動発

電機を始動させる。発動発電機給電への切替えは，発動発電機が規定回転数に達し，発電機電圧が



- 16 - 

確立して保護時限（約３０秒）経過後，商用側，発電機側切替用電磁接触器を発電機側に切替えて

電力を負荷に供給する。商用電源が回復すると，確認時限（約５分）を経て商用側，発電機側切替

用電磁接触器を商用側に切替え，無負荷運転（約１分）の後，発動発電機を停止させ，再び商用電

源の異常に備えて待機するものとする。この動作は，すべて自動的に行われるものとするが，開閉

器の操作切替えによって手動でも可能なものとする。 

 なお，蓄電池は，自動充電器によって充電し，発動発電機を始動できるものとする。 

2.6.2 動作機能 

 動作機能は，次による。 

a) 始動操作 始動操作は，次による。 

 1) 自動始動 自動始動は，自動操作状態において，商用電源が異常の場合に自動始動する。 

 2) 手動始動 手動始動は，手動始動状態において，制御盤表面に装備した手動操作器を操作し 

   た場合に始動する。 

 3) 遠方始動 遠方始動は，自動操作状態において，遠方始動信号を受けた場合に始動する。 

 4) 機側始動 機側始動は，エンジン計器盤に装備した手動操作器を操作した場合に始動する。 

b) 商用側及び発電機側の電源切替え 商用側及び発電機側の電源切替えは，次による。 

 1) 自動切替え 自動切替えは，自動操作状態において，商用電源が異常の場合に発動機が始動 

   し，電圧が確立して保護時限を経過後，発電機側に自動切替えする。また，商用電源が回復 

   した場合は，商用側に自動切替えする。 

 2) 手動切替え 手動切替えは，手動始動状態において，制御盤表面に装備した手動操作器を操 

   作することによって，商用電源側から発電機側への切替え又はその逆の切替操作が行えるも 

   のとする。 

c) 停止操作 停止操作は，次による。 

 1) 自動停止 自動停止は，自動操作状態において商用電源が回復して，無負荷状態で自動停止 

   する。 

 2) 手動停止 手動停止は，手動操作状態において制御盤表面に装備した手動操作器を操作した 

   場合，商用側に切り替えて停止する。 

3) 遠方停止 遠方停止は，自動操作状態において，遠方停止信号を受けた場合に停止する。 

4) 機側停止 機側停止は，エンジン計器盤に装備した手動操作器を操作した場合に停止する。 

5) 保護停止 保護停止は，発動発電機が次の状態になった場合に保護停止する。 

5.1) 潤滑油油圧低下 

5.2) エンジン温度上昇 

5.3) ファンベルト断 

 5.4) 過速度 

 5.5) 出力電圧異常 

 5.6) 出力過電流 

d) 充電器 充電器は，自動充電ができるものとする。 

e) 警報，表示及び保護動作の種類 警報，表示及び保護動作の種類は，付表1による。 

f) 負荷抵抗器は，発動発電機が無負荷で運転された場合，発動機が過冷却現象を起こすのを防止す

るため，発電機に負荷を与えることによって，発動機の不完全燃焼を防ぐ役割を果たすものとす

る。 

   なお，細部は，次による。 
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 1) 負荷抵抗器の接続は，商用側及び発電機側切替用電磁接触器が商用電源側となっている状態

で，発動発電機が始動している場合に，負荷抵抗器が接続されるものとする。 

 2) 負荷抵抗器の開放は，発動発電機が停止している場合及び商用側，発電機側切替用電磁接触

器が発電機側となっている場合に，負荷抵抗器が開放されるものとする。 

2.6.3 遠方制御 

 遠方起動の場合は，発動発電機の起動だけならず負荷も発電機出力に切り替えるものとする。ま

た，停止の場合は，負荷を商用電源に切り替えた後，発動発電機を停止させるものとする。ただし，

商用電源が異常の場合は，負荷切替え及び停止を行わないものとする。 

2.6.4 始動動作 

 エンジンの始動は，３回（約１０秒ＯＮ，約１０秒ＯＦＦ）行うものとする。ただし，エンジン側

で行う場合を除く。 

2.6.5 計器 

 制御盤に組み込まれた計器及び計器用切替器によって，次の項目の測定又は監視ができるものとす

る。 

a) 商用電源電圧（各相） 

b) 商用電源周波数 

c) 発電機出力電圧（各相） 

d) 発電機出力周波数 

e) 出力電流（各相） 

f) 直流電圧 

g) 充電器出力電流 

2.7 性能 

2.7.1 商用入力電源 商用入力電源は，次による。 

a) 相数     三相又は単相  

b) 周波数    ４７ Ｈｚ～５２ Ｈｚ又は５７ Ｈｚ～６２ Ｈｚ  

c) 電圧     ２００ Ｖ±１０ ％又は１００ Ｖ±１０ ％  

2.7.2 発電機 発電機は，次による。 

a) 型式     同期発電機  

b)  出力        表1による。 

c)  極数     ４極  

d)  相数及び線数 三相４線又は単相２線  

e)  力率        ８０ ％（遅れ）  

f)  周波数       ５０ Ｈｚ又は６０ Ｈｚ  

g) 回転数       １ ５００ ｍｉｎ－１又は１ ８００ ｍｉｎ－１  

h) 電圧        ２００ Ｖ又は１００ Ｖ 

2.7.3 エンジン エンジンは，次による。 

a) 始動方式   電気式  

b)  使用燃料   軽油（ＪＩＳ２号，特３号） 

c)  その他エンジン諸元は，表13による。 
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表13－エンジン諸元 

番号 型名 形式 出力ａ） 

（ｋＷ以上） 

回転数 

（ｍｉｎ－１） 

１ ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－Ｘ ４サイクル空冷

直列形ディーゼ

ル 

２５ １ ５００ 

２ ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－Ｘ ２５ 

３ ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－Ｘ ３４ 

４ ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－Ｘ ３４ 

５ ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－Ｘ ４２ 

６ ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－Ｘ ５１ 

７ ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－Ｘ ４サイクル空冷

直列形ディーゼ

ル 

７０ １ ５００ 

８ ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－Ｘ ７０ 

９ ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－Ｘ ８２ 

１０ ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－Ｘ １１４ 

１１ ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－Ｙ ４サイクル空冷

直列形ディーゼ

ル 

 

２９ １ ８００ 

 １２ ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－Ｙ ２９ 

１３ ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－Ｙ ４０ 

１４ ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－Ｙ ４０ 

１５ ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－Ｙ ５０ 

１６ ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－Ｙ ６０ 

１７ ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－Ｙ ８２ 

１８ ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－Ｙ ４サイクル空冷

直列形ディーゼ

ル 

８２ １ ８００ 

１９ ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－Ｙ ９９ 

２０ ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－Ｙ １３７ 

注ａ） 出力は，標準大気状態（気圧１０１ ｋＰａ，温度２０ ℃，湿度６５ ％）とする。 

2.7.4 電気的性能 

 電気的性能は，付表2の試験方法によって試験を行い，表14に示す性能を満足しなければならない。 

表14－電気的性能 

番号 項目 性能 

１ 

 

 

 

作動範囲 

 

 

 

商用電源電圧が，１８０ Ｖ又は９０ Ｖ以下に低下した場合に

自動始動し，１９０ Ｖ又は９５ Ｖ以上に回復した場合に自動

停止するとともに負荷をそれぞれ自動的に切り替えるものとす

る（設定電圧は，±１０ ％の範囲で連続可変が可能）。 

２ 

 

 

自動始動時間 

 

 

６０秒以内（確認時間は，約１０秒） 

（商用電源電圧の異常から発電機電圧が負荷に供給されるまで

とする。）  

３ 

 

商用電源回復時の切替時

間 

商用電源回復後約５分 

 

４ 停止時間 発電機出力遮断後停止操作を約３０秒行うものとする。 
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表14－電気的性能（続き） 

番号 項目 性能 

５ 

 

 

電圧変動特性 

 

 

電圧変動率（整定） ３ ％以下 

瞬時電圧変動率   ３０ ％以下 

整定時間      ５秒以下 

６ 波形ひずみ率 １０ ％以下 

７ 

 

 

温度上昇 

（温度計法による。） 

 

電機子巻線 ７０ ℃以下（Ｂ種） 

界磁巻線  ７０ ℃以下（Ｂ種） 

軸受け   ４０ ℃以下 

８ 燃料消費量 表15による。 

９ 電圧調整範囲 ±５ ％以上 

１０ 過負荷容量 ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 4.1.7 による（定格出力の１１０ ％で

１ ｈ）。 

１１ 

 

 

速度変動特性 

 

 

整定速度変動率 ４ ％以下 

瞬時速度変動率 １０ ％以下 

整定時間    １０秒以下 

１２ 電圧安定度 負荷及び全負荷における端子電圧変動 ±１ ％以内 

１３ 

 

 

絶縁抵抗 

 

 

（ＤＣ５００ Ｖ絶縁抵抗計によって測定） 

交流回路と接地間 ５ ＭΩ以上 

直流回路と接地間 ３ ＭΩ以上 

１４ 

 

絶縁耐力 

 

交流回路と接地間 ＡＣ１ ５００ Ｖ １分間 

直流回路と接地間 ＡＣ５００ Ｖ １分間 

１５ 

 

充電器 

 

入力 ＡＣ１００ Ｖ 又は ＡＣ２００ Ｖ ５０ Ｈｚ又は６０ 

Ｈｚ 

出力 ＤＣ２６．７ Ｖ～２７．０ Ｖ １０ Ａ 

１６ 騒音レベル（低騒音形） ７０ ｄＢ（Ａ）以下 

表15－燃料消費量 

番号 

 

型名 負荷容量 

（ｋＷ） 

力率 

（％） 

燃料消費量 

（Ｌ／ｈｒ）以下 

１ ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－（ ） １０ １００  ７．８ 

２ ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－（ ）  

３ ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－（ ） １６ １００ １０．５ 

４ ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－（ ） 

５ ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－（ ） ２４ １００ １３．２ 

６ ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－（ ） ３２ １００ １５．９ 

７ ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－（ ） ４０ １００ ２１．３ 

８ ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－（ ） ４８ １００ ２１．３ 

９ ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－（ ） ６０ １００ ２６．０ 

１０ ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－（ ） ７６ １００ ２６．０ 
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2.7.5 機械的性能 

 機械的性能は，次による。 

a) エンジンの機械的性能は，表16による。 

表16－エンジンの機械的性能 

番号 型名 型式 気
筒
数 

総行程 

容積 

（ｃｃ） 

燃
焼
室
形
式 

調速機 始動電動

機 

最大 

質量ａ） 

(ｋｇ) 

冷
却
方
式 

蓄
電
池 

１ ＧＧＮ－１２／

Ｂ１２－（ ） 

４サイクル

空冷直列形 

ディーゼル 

３ ２ ８２７ 直
接
噴
射
式 

遠心式オ

ールスピ

ードメカ

ニカル 

２４ Ｖ 

４ ｋＷ 

３５０ 

 

強
制
空
冷 

ＭＳＥ

－１５

０ ２ ＧＧＮ－１３／

Ｂ１３－（ ） 

３ ＧＧＮ－２０／

Ｂ２０－（ ） 

４ ３ ７６９ ４１０ 

 

４ ＧＧＮ－２１／

Ｂ２１－（ ） 

５ ＧＧＮ－３０／

Ｂ３０－（ ） 

５ ４ ７１２ ４７０ 

６ ＧＧＮ－４０／

Ｂ４０－（ ） 

６ ５ ６５４ ５２０ ＭＳＥ

－２０

０ ７ ＧＧＮ－５０／

Ｂ５０－（ ） 

６ ４７２ ２４ Ｖ 

５．５ 

ｋＷ 

６２５ 

８ ＧＧＮ－６２／

Ｂ６２－（ ） 

９ ＧＧＮ－７６／

Ｂ７６－（ ） 

６６０ 

１０ ＧＧＮ－９５／

Ｂ９５－（ ） 

注ａ） 最大質量は乾燥状態とする。 

b) 発電機の機械的性能は，次による。 

 1) 極数 ４ 

 2) 回転数は，１ ５００ ｍｉｎ－１又は１ ８００ ｍｉｎ－１とする。 

 3) 接続は，星形三相 4 線式又は単相２線式とする。 

 4) 電機子巻線及び界磁巻線の絶縁種別は，Ｂ種とする。 

2.8 製品の表示 

 製品の表示は，電子共仕の 2.5 ，2.6 及び一般共仕の 2.3 並びにＮＤＳ Ｃ ０００２の 2.1.13 

による。 
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2.9 品質管理 

品質管理は，ＤＳＰ Ｚ ９００８によるものとし，要求事項は，ＤＳＰ Ｚ ９００８の表1のｃに

よる。 

 

3 品質保証 

3.1 試験方法 

 電気的性能に対する試験方法は，付表2によるものとし，試験条件は，次による。ただし，試験の

結果に疑義を生じる場合は，周囲温度及び相対湿度は，次の範囲外でも差支えない。 

a) 周囲温度 常温 ５ ℃～３５ ℃ 

b) 相対湿度 常湿 ４５ ％～８５ ％ 

3.2 監督・検査 

 監督及び検査は，契約担当官等（以下，“担当官”という。）が定める監督・検査実施要領によ

る。 

 

4 出荷条件 

4.1 包装 

 包装は，商慣習による。 

4.2 包装の表示 

 包装の表示は，一般共仕の 4.2.3 によるものとし，個装及び内装の表示は，商慣習による。 

 

5 その他の指示 

5.1 附属品 

 附属品は，表17による。 

表17－附属品 

番号 品名 数量 摘要 

１ 燃料可とう管 ４ （据付け時に使用） 

２ 排気可とう管ｂ） ０ａ） 両端合フランジ，ボルト，ナット付き（据付け時に使用） 

３ 直管 ０ａ） ボルト，ナット付き（据付け時に使用） 

４ 曲管 ０ａ） ボルト，ナット付き（据付け時に使用） 

５ フレキシブルダクトｂ） ０ａ） ボルト，ナット付き（据付け時に使用） 

６ アンカボルト １式 （据付け時に使用） 

７ 

 

チェーンブロック ０ａ） 

 

１．６ ｔ（手動）用（据付け時に使用） 

トロリ及びワイヤ（２本）を附属 

８ 作業灯 ０ａ） 点検用ハンドランプ 

９ 工具 － － 

９．１  両口スパナ ０ａ） １９×２２ 

９．２  両口スパナ ０ａ） １４×１７ 

９．３  両口スパナ ０ａ） １０×１３ 
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表17－附属品（続き） 

番号 品名 数量 摘要 

９．４  箱スパナ ０ａ） １９×２２ 

９．５  箱スパナ ０ａ） １７ 

９．６  箱スパナ用バー ０ａ） － 

９．７  ソケットスパナ ０ａ） － 

９．８  十字ねじ回し ０ａ） ２番 

９．９  シックネスゲージ ０ａ） ７５Ａ１０ 

１０ 取扱説明書 １ 日本語版とする。 

１１ 整備資料 １ 取扱説明書と合冊できるものとする。 

１２ 試験成績書 １ － 

１３ ハンドル ０ｃ） 低騒音形用 

注 a) 規定の数量と異なる場合は，調達要領指定書によって指定する。 

b) 低騒音形の場合には，含まないものとする。 

c)  低騒音形の場合は，数量を２とする。 

 

5.2 予備品 

 予備品は，表18による。 

表18－予備品 

番号 品名 数量 摘要 

１ ヒューズ 装着数 － 

２ ランプ 装着数 制御盤及び作業灯用 
 

5.3 調達時添付品 

 調達時添付品は，表19による。だたし，調達時添付品は，調達要領指定書によって指定する場合を

除き，調達しない。 

表19－調達時添付品 

番号 品名 数量 摘要 

１ バルブスプリング ２ 吸気及び排気用各 1 

２ ノズルチップアッセンブリ 装着数 － 

３ 主要パッキング 装着数 － 

４ 燃料フィルタ 装着数 － 

５ オイルフィルタ 装着数 － 

６ Ｖベルト 装着数 － 
 

5.4 承認用図面 

 承認用図面は，電子共仕の箇条 4 による。 

5.5 取扱説明書 

 取扱説明書は，電子共仕の 5.1 b)による。 

5.6 整備資料 
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 整備資料は，電子共仕の 5.2 a)による。 

5.7 試験成績書 

 試験成績書は，電子共仕の箇条7による。 

5.8 納入書類 

 納入書類は，次による。ただし，本機の初度調達，個別仕様書などの変更の場合に提出するもの

とし，数量は，調達要領指定書によって指定する。 

  なお，納入時期及び納入場所は，電子共仕の表1による。 

a) 取扱説明書  

b) 整備資料  

5.9 提出資料 

 提出資料は，電子共仕の箇条6 によるものとし，資料の種類は，電子共仕の表2番号１及び３によ

る。  

5.10 据付・調整 

 据付け及び調整は，次による。 

a) 据付け及び調整は，調達要領指定書で指定する場合に限り実施するものとし，細部は調達要領

指定書によって指定する。 

b) 契約の相手方は，工程表を含む機器据付け要領を記載した“据付け及び調整に関わる実施計画

書”を作成して，担当官に提出し，承認を受けた後これに基づき，据付け及び調整を行うもの

とする。 

5.11 官側の支援 

 契約の相手方は，据付け及び調整において，官側の支援が必要な場合は，次の事項について担当

官に申請し，官側の支援を受けることができる。 

a) 現地における電力及び水の無償使用 

b) 据付け及び調整に必要な関連機器などの保管 

c) その他官側が必要と認めた事項 

5.12 仕様書に関する疑義 

 この仕様書に関する疑義は，一般共仕の 8.3 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 24 - 

付表1－警報，表示及び保護動作の種類 

番号 警報・表示の種類 ランプ表示 

（灯色） 

ブザー警報ａ） 保護動作 

１ 商用電源 白 － － 

２ 発電機電源 緑 － － 

３ 商用電力供給 白 － － 

４ 発電機電力供給 緑 － － 

５ 商用電源異常 赤 － － 

６ 潤滑油油圧低下 赤 ○ 運転を停止させ，出力

開閉器を開閉する。 ７ エンジン温度上昇 赤 ○ 

８ ファンベルト断 赤 ○ 

９ 過速度 赤 ○ 

１０ 出力電圧異常 赤 ○ 

１１ 出力過電流 赤 ○ 

１２ 始動渋滞 赤 ○ 始動回路開放 

１３ 燃料油油面低下 赤 ○ 運転継続 

注ａ） ブザー警報を解除するスイッチを備えるものとする。 

 付表2－電気的性能に対する試験方法 

番号 項目 試験方法 試験条件 

１ 

 

 

 

 

作動範囲 

 

 

 

 

a) 自動始動及び自動停止 

    商用電源電圧を変化させ始動，停

止の動作を確認する。 

b) エンジン側の手動始動及び手動停 

  止 

商用電源電圧 

始動 ９０ Ｖ又は１８０ Ｖ 

以下 

停止 ９０ Ｖ又は１８０ Ｖ

以上 

（無負荷状態） 

２ 

 

 

 

自動始動時間 

 

 

 

無負荷において，商用電源電圧を異常

（９０ Ｖ又は１８０ Ｖ以下）として

から発動発電機側への負荷投入時間を

ストップウオッチで測定する。 

商用電源電圧異常確認時間

（約１０秒）は，６０秒に含

まれるものとする。 

 

３ 

 

 

 

 

商用電源回復時

の切替時間 

 

 

 

無負荷において，商用電源電圧を回復

（９０ Ｖ又は１８０ Ｖ以上）させて

から負荷が発動発電機側から商用電源

側に切り替わるまでの時間をストップ

ウオッチで測定する。 

－ 

４ 

 

 

 

停止時間 

 

 

 

自動停止又はエンジン側での手動停止

時において，停止ソレノイドが動作し

ている時間をストップウオッチで測定

する。 

－ 

５ 電圧変動特性 ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.1 による。 － 

６ 波形ひずみ率 ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.2 による。 － 
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付表2－電気的性能に対する試験方法（続き） 

番号 項目 試験方法 試験条件 

７ 

 

温度上昇 

 

ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.4 による。 

 

連続４時間運転後に温度計に

よって測定する。 

８ 

 

 

 

燃料消費量 

 

 

 

定格回転数，定格負荷で運転中に一

定量の燃料を消費する時間をストッ

プウオッチで測定し，１時間におけ

る消費量を換算する。 

－ 

９ 電圧調整範囲 ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.5 による。 － 

１０ 過負荷容量 ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.6 による。 － 

１１ 速度変動特性 ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.7 による。 － 

１２ 電圧安定度 ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.8 による。 － 

１３ 

 

 

絶縁抵抗 

 

 

ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.9 1)によ

る。 

 

エンジン電気回路，半導体部

品を使用した回路及び始動電

動機は除く。 

１４ 

 

 

絶縁耐力 

 

 

ＮＤＳ Ｃ ４２０６の 7.9 2)によ

る。 

 

エンジン電気回路，半導体部

品を使用した回路及び始動電

動機は除く。 

１５ 

 

充電器 

 

充電器出力端に電圧計を接続して測

定する。 

無負荷で出力電圧を２７．０ 

Ｖに設定する。 

１６ 

 

 

 

騒音レベル 

（低騒音形） 

 

 

機側水平距離１ ｍ及び床上高さ垂

直距離１ ｍの４個の基準点でＪＩ

Ｓ Ｃ １５０９－１で測定した平均

値とする（ＪＩＳ Ｚ ８７３１によ

る。）。 

発動発電機は，無負荷運転と

する。 

 

 

 



 

 

A 商用入力 

PL1 

83 

自動換気装置 

PL2 

F 

F 

負荷抵抗器 

 

 

遠方監視盤 

 蓄
電
池 
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料
槽 

CB 

CB 
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VFS 
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調
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自
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付図1－発動発電機ＧＧＮ－（ ）－（ ）系統図 

-
 
2
 
-
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単位 ｍｍ 

型名 最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） Ｗ Ｄ Ｈ 

ＧＧＮ－１２，１３－（ ） １ ８００ １ ３００ １ ３５０ １ ０００ 

ＧＧＮ－２０，２１－（ ） １ ９００ １ ３００ １ ３５０ １ ０５０ 

ＧＧＮ－３０－（ ） ２ ２００ １ ３００ １ ３５０ １ ２００ 

ＧＧＮ－４０－（ ） ２ ３００ １ ３００ １ ３５０ １ ５００ 

ＧＧＮ－５０－（ ） ２ ６００ １ ４００ １ ８００ ２ ０００ 

ＧＧＮ－６２－（ ） ２ ６００ １ ４００ １ ８００ ２ ０００ 

ＧＧＮ－７６－（ ） ２ ７００ １ ４００ ２ ０００ ２ １００ 

ＧＧＮ－９５－（ ） ２ ９００ １ ４００ ２ ０００ ２ ３００ 

注記 外形図は，一例を示す。 

付図2－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 発動発電機（開放形） 外形図 

 

Ｄ 

Ｈ
 

Ｗ 
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単位 ｍｍ 

型名 

 

最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） Ｗ Ｄ Ｈ 

ＧＧＮ－Ｂ１２，Ｂ１３－（ ） ２ ２００ １ ４００ １ ９００ １ ７００ 

ＧＧＮ－Ｂ２０，Ｂ２１－（ ） ２ ３００ １ ４００ １ ９００ １ ８００ 

ＧＧＮ－Ｂ３０－（ ） ２ ６００ １ ４００ １ ９００ ２ ０００ 

ＧＧＮ－Ｂ４０－（ ） ２ ８００ １ ４００ １ ９００ ２ ３００ 

ＧＧＮ－Ｂ５０－（ ） ３ ４００ １ ５００ ２ ２００ ３ ０００ 

ＧＧＮ－Ｂ６２－（ ） ３ ４００ １ ５００ ２ ２００ ３ ０００ 

ＧＧＮ－Ｂ７６－（ ） ３ ４００ １ ６００ ２ ４００ ３ ４００ 

ＧＧＮ－Ｂ９５－（ ） ３ ６００ １ ７００ ２ ４００ ３ ６００ 

注記 外形図は，一例を示す。 

付図3－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 発動発電機（低騒音形） 外形図 

 

Ｄ 

Ｗ 

Ｈ  
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単位 ｍｍ 

 

注記 1 外部ケーブルと端子板との接続は，地下ピットの接続を標準とするが，天井からの接続可能 

    な盤構造とする（ただし，ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－（ ）は，地下ピットの接続とする。）。 

注記 2 部品配置は，一例を示す。 

注記 3 外形寸法の（ ）寸法は，ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－（ ）を示す。 

注記 4 ＧＧＮ１２／Ｂ１２－（ ）～ＧＧＮ７６／Ｂ７６－（ ）は，前面保守，ＧＧＮ－９５－ 

      Ｂ９５－（ ）は，前後面保守とする。 

付図4－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 制御盤 外形図 

（１ １００以下） （１ ７５０以下） 

１ ２５０以下 

２
 
０
０
０
以
下
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単位 ｍｍ    

 

 

注記 外形図は，一例を示す。 

 

 

 

付図5－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 遠方監視盤 外形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３５０以下 １５０以下 

３
５
０
以
下
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  単位 ｍｍ    

種類 最大寸法 最大質量

（ｋｇ） Ｗ Ｄ Ｈ 

２００ Ｌ燃料タンク  ９５０ ８５０ ２ １５０ ２００ 

４９０ Ｌ燃料タンク １ ２５０ ９５０ ２ ３５０ ２５０ 

 

 

 

注記 外形図は，容量２００ Ｌウイングポンプ付きの一例を示す。 

 

付図6－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 燃料タンク 外形図 

Ｈ
 

Ｗ Ｄ 
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a）標準形消音器 

 

 

b）標準形消音器 

 

単位 ｍｍ      

型名 最大寸法 図 最大質量

（ｋｇ） Ｌ Ｄ 

ＧＧＮ－１２，１３－（ ） ７５０ １５０  a） １０ 

ＧＧＮ－２０，２１－（ ） ７５０ １５０  a） １０ 

ＧＧＮ－３０－（ ） ８５０ ２００  a） １５ 

ＧＧＮ－４０－（ ） ８５０ ２００  a） １５ 

ＧＧＮ－５０－（ ） ９６０ ２５０  b） ２０ 

ＧＧＮ－６２－（ ） ９６０ ２５０  b） ２０ 

ＧＧＮ－７６－（ ） ９６０ ２５０  b） ２０ 

ＧＧＮ－９５－（ ） ９６０ ２５０  b） ２０ 

 

 

 

注記 外形図は，一例を示す。 

 

付図7－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 標準形消音器 外形図 

 

フランジ 

 

φ
 
Ｄ

 

Ｌ 

フランジ 

フランジ 

Ｌ 

φ
 
Ｄ

 

フランジ 
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ドレン 

フランジ 

ドレン 

Ｌ フランジ 

φ
Ｄ  

 

           単位 ｍｍ 

 低騒音形消音器 超低騒音形消音器（１次） 

型名 最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） 

最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） Ｌ Ｄ Ｌ Ｄ 

ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－

（ ） 

ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－

（ ） 

１ １００ ４００ ８０ ９００ ４００ ８０ 

ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－

（ ） 

ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－

（ ） 

１ ２００ ４５０ ９０ １ ０００ ４５０ ９０ 

ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－

（ ） 
１ ４００ ５００ １２０ １ １００ ５００ １１０ 

ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－

（ ） 
１ ７００ ５５０ １７０ １ ４００ ５５０ １５０ 

ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－

（ ） 
２ ０００ ６００ ２３０ １ ６００ ６００ ２１０ 

ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－

（ ） 
２ ０００ ６００ ２３０ １ ６００ ６００ ２１０ 

ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－

（ ） 
２ ０００ ６００ ２３０ １ ６００ ６００ ２１０ 

ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－

（ ） 
２ ０００ ６００ ２３０ １ ６００ ６００ ２１０ 

付図8－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 消音器 外形図 
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                                                単位 ｍｍ 

 超低騒音形消音器（２次） 

型名 最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） Ｌ Ｄ 

ＧＧＮ－１２／Ｂ１２－

（ ） 

ＧＧＮ－１３／Ｂ１３－

（ ） 

１ ３００ ４００ １００ 

ＧＧＮ－２０／Ｂ２０－

（ ） 

ＧＧＮ－２１／Ｂ２１－

（ ） 

１ ４００ ４５０ １１０ 

ＧＧＮ－３０／Ｂ３０－

（ ） 
１ ６００ ５００ １４０ 

ＧＧＮ－４０／Ｂ４０－

（ ） 
２ ０００ ５５０ ２００ 

ＧＧＮ－５０／Ｂ５０－

（ ） 
２ ４００ ６００ ２９０ 

ＧＧＮ－６２／Ｂ６２－

（ ） 
２ ４００ ６００ ２９０ 

ＧＧＮ－７６／Ｂ７６－

（ ） 
２ ４００ ６００ ２９０ 

ＧＧＮ－９５／Ｂ９５－

（ ） 
２ ４００ ６００ ２９０ 

 

 

 

注記 外形図は，一例を示す。 

 

付図8－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 消音器 外形図（続き） 
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  単位 ｍｍ   

種類 

 

最大寸法 最大質量 

（ｋｇ） Ｗ Ｄ Ｈ 

５ ｋＷ １ φ １００ Ｖ ５００ ７５０ １ ０００ ９５ 

５ ｋＷ １ φ ２００ Ｖ 

１０ ｋＷ １ φ ２００ Ｖ ６５０ ７５０ １ ２００ １０５ 

１５ ＫＷ １ φ ２００ Ｖ ６５０ １ ２００ １ ２００ １２０ 

 

 

 

注記 外形図は，一例を示す。 

 

 

付図9－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 負荷抵抗器 外形図 

Ｈ  

Ｗ Ｄ 
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単位 ｍｍ 

 

 

        

 

 

 

注記 外形図は，一例を示す。 

 

 

 

 

 

 

付図10－発動発電機 ＧＧＮ－（ ）－（ ） 蓄電池収納架台 外形図 

 

 

７５０以下 ３５０以下 

１
 
０
５
０
以
下

 


